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恒
之
進
と
覺
之
助

平
成
二
十
九
年

七
月

恒
之
進
と
覺
之
助
は
天
保
六
年
生
ま
れ
の
同
じ
歳
の
従
弟
で
す
。
そ
の
人
生
は
大
き
く
違
っ
て
お
り
、
恒
之
進
は
父
源
右
衛
門
正

方
が
三
十
二
歳
で
な
く
な
り
、
数
え
で
十
歳
で
四
代
目
と
し
て
家
督
を
引
き
継
ま
し
た
。
先
代
達
が
残
し
た
広
い
土
地
の
郷
士
経
営
な

ど
の
大
役
を
こ
な
し
て
い
き
ま
す
。
覺
之
助
は
長
崎
に
留
学
し
、
本
家
の
養
子
に
行
き
そ
の
後
勤
王
の
志
士
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

二
人
の
従
妹
の
人
生
を
恒
之
進
か
ら
見
て
み
ま
す
。

●
恒
之
進
は

勤
王
か
佐
幕
か

本
家
の
平
八
正
秀
の
長
男
宗
七
が
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
恒
之
進
は
近
縁
の
中
で
一
番
年
上
の
男
子
で
す
。
安
岡
權
馬

正
徳
、
安
岡
覺
馬
正
慎
の
二
人
の
弟
、
山
北(
お
西)

に
安
岡
覺
之
助
正
美
、
安
岡
嘉
助
正
定
、
安
岡
道
太
郎
正
寛
の
従
弟
が
い
ま
す
。
恒

之
進
を
除
き
勤
王
黨
に
近
し
い
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
田
中
光
顕
な
ど
が
作
っ
た
瑞
山
會
を
著
者(

坂
崎
斌(

紫
蘭)

が
上
梓)

と
し
た

「
維
新
土
佐
勤
王
史
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
「
土
佐
勤
王
黨
血
盟
者
姓
名
簿
の
寫
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
岡
家
関
連
は
次
の

三
人
の
名
が
あ
り
ま
す
。

安
岡
覺
馬
正
慎
、
安
岡
權
馬
正
徳
、
安
岡
覺
之
助
正
美

吉
田
東
洋
を
暗
殺
し
た
安
岡
嘉
助
、
那
須
信
吾
、
大
石
団
蔵
は
当
然
血
盟
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
武
市
半

平
太(

瑞
山)

が
名
簿
を
容
堂
に
出
す
と
き
に
累
が
及
ぶ
か
ら
消
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
道
之
助(

道
太
郎)

の
名
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
た

め
と
聞
い
て
い
ま
す
。
年
齢
が
近
い
覚
馬
が
十
九
歳
で
血
盟
、
そ
の
と
き
道
之
助
十
五
歳
で
す
の
で
そ
の
差
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
名
簿

を
一
時
安
岡
覺
之
助
が
自
宅(

本
家)

に
預
か
っ
て
い
ま
し
た
。
覺
之
助
が
藩
に
捕
縛
さ
れ
る
時
に
大
石
が
持
ち
出
し
門
田
の
家
に
預
け
た

が
、
そ
の
後
紛
失
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
前
述
の
通
り
名
簿
が
「
寫
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
、
瑞
山
會
の
人
達

の
記
憶
で
作
成
し
た
の
で
し
ょ
う
。

血
盟
の
記
録
が
な
い
こ
と
、
前
述
の
経
歴
か
ら
恒
之
進
は
佐
幕
派
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
恒
之
進
が
佐
幕
派
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば

弟
覺
馬
、
權
馬
、
そ
し
て
従
弟
二
人
覺
之
助
、
嘉
助
と
藩
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

恒
之
進
は
本
当
に
佐
幕
派
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
「
松
野
尾
章
行
集
、
土
佐
之
国
史
料
類
纂
『
皆
山
集
』
」
の
第

五
巻
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。

文
久
元
年
八
月
江
戸
で
武
市
半
平
太
、
大
石
弥
太
郎
が
連
判
帳
の
主
旨
書
を
作
成
し
連
署
血
判
し
、
弥
太
郎
が
半
平
太
へ
こ
の
連
判

帳
を
国
に
持
ち
帰
り
同
志
を
募
れ
と
説
き
、
半
平
太
は
帰
国
し
ま
す
。
そ
の
と
き
、
弥
太
郎
が
香
美
郡
で
は
「
森
助
太
郎
、
池
蔵
太
、

安
岡
覺
之
助
、
安
岡
恒
之
進
、
同
嘉
助
、
同
権
馬
、
大
石
弾
蔵
等
あ
り
宜
し
く
盟
に
加
ふ
へ
し
・
・
」
と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
安
岡

恒
之
進
は
勤
王
黨
へ
の
加
盟
の
可
能
性
が
高
い
と
言
っ
て
ま
す
。
ま
た
、
武
市
半
平
太
は
釼
道
で
名
が
知
ら
れ
て
お
り
勧
誘
活
動
が
し

易
い
と
の
大
石
の
言
葉
、
武
市
は
自
費
で
江
戸
に
来
て
お
り
、
弥
太
郎
は
藩
命(

「
勤
王
者
調
べ
」
に
洋
学
修
行)

で
来
て
い
る
な
ど
か
ら

半
平
太
が
先
に
帰
国
し
た
。

こ
の
連
判
帳
主
旨
を
江
戸
で
作
成
し
た
時
の
連
署
に
、
岡
田
以
蔵
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
関
し
て
次
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

「
・
・
弥
太
郎
鍛
冶
橋
邸
に
寓
す
る
時
武
市
と
相
對
ニ
坐
し
岩
間
の
盟
約
書
を
開
き
武
市
ニ
示
セ
る
時
梯
子
段
よ
り
顔
を
出
し
て
窺
ふ

も
の
あ
り
両
人
其
不
意
な
る
ニ
驚
き
巻
物
を
捕
り
て
武
市
之
を
懐
中
ニ
蔵
メ
た
り
し
も
以
蔵
ハ
已( ｽ

ﾃ
ﾞ)

ニ
之
を
認
た
る
後
二
て
悔
ゆ
る

と
も
及
ハ
す
捨
置
た
ら
ん
ニ
ハ
後
日
の
害
は
計
り
か
た
く
不
良
な
る
人
物
ト
ハ
存
知
な
か
ら
盟
中
へ
加
へ
た
り
と
」
あ
り
ま
す
。
内
容

か
ら
、
こ
の
記
述
は
そ
の
場
に
い
た
大
石
弥
太
郎(

圓)

の
書
付
か
、
記
憶
に
基
づ
く
と
思
い
ま
す
。

「
皆
山
集
」
の
第
五
巻
に
も
舊
高
知
藩
勤
王
人
名
録
の
項
が
あ
り
、
そ
こ
に
恒
之
進
は
「
武
市
氏
同
志
名
簿
中
盟
約
書
ニ
漏
ル
者
」

の
項
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
石
弥
太
郎
と
恒
之
進
が
ど
の
よ
う
な
間
柄
か
不
明
で
す
が
、
大
石
に
は
恒
之
進
は
思
想
的
に
は
勤
王

黨
の
主
旨
に
合
っ
た
人
だ
っ
た
の
で
す
。
で
す
が
、
血
盟
し
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
。
家
の
存
続
の
た
め
勤
王
黨
の
思
想
を
隠
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
覺
之
助
と
こ
の
点
は
違
い
ま
す
。

平
尾
道
雄
著
「
土
佐
藩
」
の
参
考
資
料
一
覧
で
「
皆
山
集
」
は
史
料
、
「
維
新
土
佐
勤
王
史
」
は
著
作
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
瑞
山
會
は
大
石
圓(

弥
太
郎)

は
名
を
連
ね
て
い
ま
せ
ん
。
瑞
山
會
の
集
ま
り
が
東
京
で
開
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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●
覺
之
助
と
武
市
半
平
太
の
勧
誘

大
石
弥
太
郎
と
主
旨
書
を
作
成
し
た
武
市
半
平
太
は
、
同
志
を
募
る
た
め
帰
国
の
途
に
着
き
ま
す
。
そ
の
頃
、
文
助
日
記
に
よ
る
と

「
四
月
廿
一
日
覚
之
助
道
之
助
大
坂
御
陣
家
詰
被
仰
付
」
滞
在
し
て
い
た
覺
之
助
が
武
市
半
平
太
の
勧
誘
の
話
を
聞
き
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
弟
の
嘉
助
に
次
の
手
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。

右
下
段
の
赤
い
四
角
の
「
弥
太
郎
の
嘱
言
」
が
勤
王
黨
の
主
旨
書
で
し
ょ
う
。
武
市
半
平
太
が
熱
烈
に
語
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
覺
之

助
が
感
動
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
「
他
見
無
用
」
と
あ
る
の
で
嘉
助
は
恒
之
進
な
ど
に
こ
の
話
は
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ

を
読
ん
だ
嘉
助
は
兄
が
戻
る
前
に
武
市
に
会
い
翌
年
四
月
に
吉
田
東
洋
暗
殺
に
加
わ
り
脱
藩
し
ま
す
。
權
馬
、
覺
馬
へ
の
勧
誘
に
武
市

半
平
太
な
ど
が
来
訪
し
た
か
、
二
人
が
会
い
に
行
っ
た
か
不
明
で
す
が
、
二
人
は
勤
王
黨
へ
血
盟
し
て
い
ま
す
。
嘉
助
に(

文
久
元
年)

九
月
に
手
紙
が
来
て
、
翌
年
四
月
の
脱
藩
ま
で
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
嘉
助
の
父
文
助
の
日
記
に
嘉
助
の
出
府
記
録

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
政
四
年
に
５
回
出
掛
け
て
い
ま
す
が
、
文
久
元
年
九
月
に
手
紙
を
貰
っ
た
以
降
、
記
載
漏
れ
か
は
不
明
で

他
見
無
用

前
文
乃
常
此
間
武
市
半

平
太
関
東
よ
り
帰
り
当
方
江

寄
り
弥
太
郎
の
嘱
言
以

我
等
を
尋
呉
れ
咄
承

候
處
仲
々
東
武
之
形
勢
急

に
色
濃
く
矢
張
幕
府

昇
平
を
粉
飾
し
て
一
時

を
糊
塗
す
る
□
姦
謀
の
樣
存
し

奉
候
苟
も

神
州
ニ

生
ま
れ
稍
心
性
智
識
を

存
し
候
も
の
扼
腕
切
歯

聲
ヲ
呑
ん
て
竊
か
耳

此
を
歎
せ
さ
ら
ん
や
實
ニ

一
刻
も
安
楽
尓
と
い
能
ら
れ

ぬ
時
節
諸
努
力
せ
よ

半
平
太
之
爲
人
兼
て
承

知
候
ハ
能
得
共
此
程
之
好
男

子
と
ハ
存
し
も
よ
ら
ず
此
度
之

義
憤
古
之
文
山
先
生

ニ
も
恥
ち
ざ
る
の
い
き
込
を

此
上
ハ
務
メ
て
士
心
を
鼓
舞

致
し
壱
人
ニ
テ
も
同
志
之

勢
古
し
ら
え
候
樣
實
ニ

躬
命
を
拠
て
處
々
奔

走
致
し

神
州
を
補

繕
す
る
丹
心
可
感
し
ゝ
必

ゝ
出
府
致
し
御
訪
時
勢
御

聴
下
サ
る
べ
き
候
若
し
参

り
候
時
ハ
此
方
懇
ろ
耳

尋
ね
て
呉
候
一
禮
御
述
て

下
サ
る
べ
く
候
此
先
生
乃
膓
ハ

仲
々
大
き
く
た
の
毛
し
く
ゝ

先
づ
ハ
右
ば
か
り
匆
ゝ
あ

奈
か
し
こ

覺
之
助

九
月
廿
六

夜

嘉
助
殿
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す
が
、
出
掛
け
た
と
の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。
血
盟
の
時
期
、
吉
田
東
洋
暗
殺
計
画
を
受
け
た
時
期
な
ど
不
明
で
す
が
、
嘉
助
が
家
で

文
助
と
ど
ん
な
話
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

●
恒
之
進
と
覺
之
助
を
並
べ
る
と

恒
之
進
と
覺
之
助
は
共
に
天
保
六
年
の
生
ま
れ
の
同
じ
歳
で
す
。
幼
少
時
代
、
弓
術
を
一
緒
に
励
ん
だ
記
録
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後

の
歩
ん
だ
人
生
は
大
き
く
違
っ
て
い
き
ま
す
。
恒
之
進
、
覺
之
助
の
こ
と
を
文
助
日
記
な
ど
の
記
録
を
時
系
列
に
並
べ
る
と
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

弘
化
元
甲
辰

九
月
十
五
日
兄
源
右
エ
門
病
死
世
倅
悴
恒
之
進
幼
年
ニ
付
公
文
後
見
ニ
而

十
一
月
無
相
違
相
続
被
仰
付

弘
化
四
丁
未
年

正
月
十
一
日
御
駆
初
首
尾
能
相
済
此
年
甥
恒
之
進
初
而
乗
馬
黒
鹿
毛
上
馬
ニ
而
首
尾
能
相
勤

嘉
永
四
年
亥

正
月
廿
九
日
此
日
恒
之
進
婚
禮

此
年
躮
覚
之
助
代
勤
奉
願
御
聞
届
之
上
代
勤
ニ
出
ス

嘉
永
六
年
癸
丑

正
月
十
三
日
曇
御
駆
初
有
之
恒
之
進
相
勤
首
尾
能
相
済

六
月
三
日
覚
之
助
本
家
江
養
子
参
ル

安
政
元

二
月
末
日
公
文
勘
十
郎
足
達
徳
右
ェ
門
安
岡
恒
之
進
野
戦
砲
車
共
出
来

安
政
三
丙
辰

正
月
十
一
日
御
駆
初
雨
天
此
時
覚
之
助
相
勤
首
尾
能
相
済

六
月
十
五
日
覚
之
助
長
崎
表
江
出
足
晴
天

八
月
四
日
曇
小
雨
少
ふ
る
此
日
恒
之
進
婚
禮

八
月
七
日
日
和
此
日
恒
之
進
江
戸
江
出
足
山
田
宿

安
政
四
丁
巳

二
月
廿
日
風
吹
晴
今
日
長
崎
よ
り
吉
田
良
太
郎
便
リ
を
以
書
状
来
ル

覚
之
助
長
崎
表
ゟ
江
戸
表
江
戻
候
与
力
蜷
川
藤
五
郎
殿
ニ
従
而
修
行
参
ル

閏
五
月
廿
八
日
朝
薄
曇
昼
よ
り
少
雨
ウ
ナ
キ
取
ニ
行
ク
此
日
江
戸
状
来
ル

(

岩
井
孫
六
日
記
に
閏
五
月
十
一
日
安
岡
覺
之
助
俄
ニ
帰
国
ノ
由
ニ
テ
、
当
御
屋
敷
へ
立
寄)

六
月
二
日
日
和
此
日
覚
之
助
滞
宿

六
月
廿
八
日
朝
曇
四
ツ
時
よ
り
少
雨
ふ
る
少
雷
鳴
恒
之
進
江
戸
状
来
ル

十
一
月
六
日
恒
之
進
帰
宿

十
一
月
八
日
婚
禮

安
政
五
戊
午

二
月
廿
三
日
公
文
勘
十
郎
四
十
二
賀

六
月
廿
日
本
家
平
八
病
死

九
月
十
五
日
覚
之
助
御
呼
出
家
督
無
相
違
相
続
被
仰
付
候

左
記
資
料
で
恒
之
進
と
覺
之
助
を
比
較
し
て
み
ま
す
。

◆
家
督
相
続
と
結
婚

恒
之
進
は
弘
化
元
年
父
の
死
去
に
よ
り
数
え
で
十
歳
で
家
督
を
相
続
し
ま
す
。
幼
い
た
め
後
見
人
に
叔
父
の
公
文
勘
十
郎
を
立
て
、

歳
を
十
三
歳
に
偽
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
文
書
「
記
録
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
幼
く
家
主
と
な
り
ま
す
。
周
囲
に
賢
い
番

頭
も
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
家
を
動
か
し
て
行
き
ま
す
。
一
方
覺
之
助
は
嘉
永
四
年
十
六
歳
で
父
文
助
の
代
勤
を
し
て
い
ま
す
が
、
家

督
を
相
続
し
た
は
二
十
三
歳
で
す
。
本
家
に
養
子
に
行
き
養
父
平
八
正
秀
の
死
去
に
よ
る
相
続
で
す
。
嘉
永
六
年
本
家
に
養
子
に
行
き

ま
す
。

恒
之
進
は
嘉
永
四
年
十
七
歳
で
本
家
の
万
喜
二
十
歳
と
結
婚
し
長
女
馬
子
が
誕
生
し
ま
す
。
誕
生
の
直
後
、
別
れ
万
喜
は
本
家
に
戻

り
ま
す
。
本
家
の
平
八
正
秀
に
嫡
男
が
い
な
か
っ
た
た
め
本
家
に
養
子
に
来
た
覺
之
助
と
結
婚
し
ま
す
。
覺
之
助
が
養
子
に
行
く
の
と

同
じ
頃
万
喜
は
本
家
へ
戻
っ
て
い
ま
す
。
本
家
の
家
督
を
相
続
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
手
順
を
踏
む
の
で
し
ょ
う
か
。
安
岡
の
系
図
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を
み
る
と
、
婿
養
子
に
来
て
家
を
相
続
し
て
い
ま
す
。
男
養
子
に
来
て
嫁

を
貰
い
受
け
た
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
他
家
か
ら
来
て
養
子
と
な
り
嫁
を
貰

い
受
け
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
幼
い
養
子
縁

組
も
役
所
へ
届
け
て
い
ま
す
の
で
そ
の
よ
う
な
決
ま
り
が
あ
っ
た
と
推

定
で
き
ま
す
。
大
名
ク
ラ
ス
で
は
嫁
入
も
幕
府
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
養
父
平
八
正
秀
が
六
月
に
病
死
し
審
査
し
た
の
か
三
ヶ
月
後
の

九
月
に
、
覺
之
助
は
「
御
呼
出
家
督
無
相
違
相
続
被
仰
付
候
」
と
家
督
が

相
続
で
き
て
い
ま
す
。
文
助
は
何
故
、
二
男
嘉
助
で
な
く
長
男
覺
之
助
を

養
子
に
出
し
た
の
か
、
嘉
助
で
は
若
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
御
駆
初

土
佐
の
郷
士
に
は
重
要
な
正
月
の
行
事
が
あ
る
。
御
駆
初
で
あ
る
。
甲

冑
姿
で
馬
に
乗
り
高
知
の
城
下
を
藩
の
家
老
な
ど
が
見
る
前
で
駆
け
抜

け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
行
事
に
地
域
か
ら
選
抜
さ
れ
参
加
し
ま
す
。
文
助

日
記
に
そ
の
こ
と
が
「
正
月
十
一
日
御
駆
初
首
尾
能
相
済
」
に
続
け
て
参

加
者
の
名
と
と
も
に
毎
年
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

恒
之
進
の
父
源
右
衛
門
は
父
廣
助
の
家
督
相
続
し
た
後
の
天
保
十
三
年
に
参
加
し
、
そ
の
四
年
後
弘
化
四
年
恒
之
進
十
三
歳
で
参
加

し
、
さ
ら
に
六
年
後
の
嘉
永
六
年
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
覺
之
助
は
恒
之
進
に
遅
れ
る
こ
と
九
年
の
安
政
三
年
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
名
は
毎
年
異
な
り
ま
す
の
で
、
何
か
選
抜
の
条
件
、
順
番
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
お
下
の
参
加
回
数
は
多
い
よ
う
な

感
じ
が
し
ま
す
。

◆
弓
術
と
砲
術

天
保
十
四
年
恒
之
進
、
覺
之
助
が
八
歳
の
頃
、
一
緒
に
弓
術
を
励
ん
で
い
ま
す
。
天

保
十
四
年
正
月
七
日
か
ら
十
二
月
七
日
に
覺
之
助
は
百
五
十
二
日
、
市
次(

恒
之
進
幼
名

百
六
十
六
日

父
源
右
衛
門
は
二
百
十
三
日
弓
術
の
練
習
を
務
め
て
い
ま
す
。
一
年
の

三
分
の
一
、
三
分
の
二
弓
術
を
し
て
い
ま
す
。
弓
も
子
供
用
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

覺
之
助
は
子
供
の
頃
か
ら
大
人
び
た
名
の
覺
之
助
だ
っ
た
の
だ
。
因
に
弟
の
嘉
助
は

陽
次
郎
が
幼
名
で
あ
っ
た
。

二
人
が
成
人
と
な
る
頃
に
は
弓
術
は
廃
れ
、
嘉
永
を
過
ぎ
る
と
弓
関
連
の
文
書
が
な

く
な
り
、
砲
術
、
火
術
の
修
得
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
火
術
初
傳
目
録
免
許
皆
伝
を
高

村
造
酒
丞
か
ら
嘉
永
七
年
寅
六
月
に
安
岡
恒
之
進
は
受
け
、
安
政
元
年
に
恒
之
進
は
野

戦
砲
を
作
っ
て
い
ま
す
。
安
政
三
年
に
覺
之
助
は
長
崎
の
留
学
し
、
恒
之
進
は
江
戸
に

留
学
し
そ
の
目
的
は
砲
術
の
勉
強
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
留
学
に
前
述
の

免
許
皆
伝
を
当
て
た
高
村
造
酒
丞
も
同
行
し
て
い
ま
す
。
覺
之
助
の
留
学
は
自
費
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
翌
年
に
役
人
と
江
戸
に
向
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
藩
命
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
、
江
戸
で
は
短
期
間
の
滞
在
で
帰
国
し
て
い
ま
す
の
で
自
費
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

二
人
が
取
得
し
た
砲
術
の
技
術
力
は
不
明
で
す
。

◆
死
出
の
旅

恒
之
進
は
も
う
一
度
江
戸
へ
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
前
回
の
江
戸
往
き
か
ら
七
年
後
二
十
八
歳
の
時
、
山
内
豊
範
の
参
勤
に
随

行
し
て
江
戸
に
向
か
い
ま
す
。
覺
之
助
か
ら
の
手
紙
は
伏
せ
ら
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
が
、
土
佐
で
は
勤
王
黨
の
話
題
が
飛
び
通
っ
て
い

た
頃
で
す
。
こ
の
参
勤
に
関
し
て
「
平
尾
道
雄
著
・
土
佐
藩
」
に
記
載
が
あ
り
引
用
し
ま
す
。

当
初
三
月
が
豊
範
の
病
気
、
吉
田
東
洋
の
暗
殺
な
ど
も
あ
り
延
期
さ
れ
発
駕
は
六
月
二
十
八
日
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
随
行
員
数
は

『
官
武
通
記
』
に
二
千
人
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
勤
王
党
の
同
志
も
参
加
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
参
勤
が
姫
路
に
到
着
す
る

記録帳

弓術勤
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頃
、
麻
疹
に
罹
る
も
の
が
『
隅
山
春
秋
』
に
二
千
人
と
あ
り
ま
す
。
前
述
の

随
行
員
数
と
出
典
資
料
が
異
な
り
ま
す
の
で
単
純
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

大
部
分
の
人
が
罹
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
病
人
の
一
人
に
恒
之
進
が
い
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
大
坂
で
亡
く
な
り
ま
す
。
大
坂
の
齢
延
寺
に
立
派
な
墓

が
、
同
じ
く
病
死
し
た
土
州
の
人
の
墓
と
並
ん
で
い
ま
す
。
祠
堂
證
文(

永
代

供
養
料)

を
文
久
三
年
に
寺
と
取
り
交
墓
の
位
置
は
移
動
し
ま
し
た
が
、
今
も

こ
の
寺
で
供
養
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
死
の
床
で
書
い
た
手
紙
に
は
、
家
の

安
堵
を
奉
願
を
こ
の
参
勤
に
側
用
役
で
あ
っ
た
高
屋
友
右
衛
門
宛
に
出
し
て

い
ま
す
。
効
果
が
あ
っ
た
の
か
家
は
続
き
ま
し
た
。

覺
之
助
は
恒
之
進
死
後
の
翌
年
、
勤
王
黨
取
締
で
親
類
預
り
と
な
り
、
翌

年
嘉
助
が
処
刑
さ
れ
、
翌
年
覺
之
助
は
投
獄
さ
れ
ま
す
。
恒
之
進
が
残
し
た

家
も
相
続
し
た
弟
覺
馬
の
死
で
継
続
が
危
な
く
な
り
ま
す
。
覺
之
助
は
幕
末

放
免
さ
れ
、
戊
辰
戦
争
に
参
戦
し
会
津
で
戦
死
し
ま
す
。
戦
死
し
た
日
の
戦

い
は
激
し
く
、
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
戊
辰
戦
後
、
会
津
の
人

た
ち
が
墓
標
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

◆
そ
し
て
二
人
は

表
紙
が
な
く
年
代
の
表
示
も
な
い
の
で
直
接
的
に
は
何
を
記
載
し
た
資
料

か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
書
か
れ
て
い
る
名
か
ら
恒
之
進
の
葬
儀
見
舞

客
リ
ス
ト
と
推
測
し
ま
し
た
。
恒
之
進
は
大
坂
で
病
死
し
大
坂
の
寺
に
埋
葬

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
地
元
で
葬
儀
を
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
下

写
真
は
見
舞
客
リ
ス
ト
の
一
部
で
す
。
写
真
の
赤
枠
に
山
中
左
之
助
・
坂
本

権
平(

状
と
あ
る
の
で
見
舞
状
だ
け
ヵ)

、
そ
の
隣
に
貞
岡
直
八(

山
北
み
か
ん

の
原
種
作
成
者)

、
青
枠
に
赤
岡
魚
屋
、
薄
青
枠
に
大
石
弥
太
郎
、
黄
色
枠
に

岩
井
十
蔵
倅(

岩
井
孫
六)

な
ど
が
読
め
ま
す
。
他
の
頁
に
書
か
れ
て
い
る
名
を

含
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

安
岡
覺
之
助
、
安
岡
文
助
、
安
岡
壽

吉(

高
祖
父
か
ら
恒
之
進
祖
父
郷
士
職
譲
受)

、
山
崎
又
七(

恒
之
進
後
妻
の
実

家)

、
山
本
安
次(

母
方
の
伯
父
・
江
戸
留
学
の
仲
間)

、
門
田
八
十
八
、
公
文

守
太
郎(

従
弟
・
後
の
公
文
俊
章)

、
山
中
左
之
助(

貢
物
納
所
の
管
理
者)

、
坂

本
権
平(

坂
本
龍
馬
の
兄)

、
大
石
弥
太
郎
、
谷
作
七
、
岩
井
十
蔵
の
倅(

岩
井

孫
六)

、
地
元
の
方
々
、
和
食
村
の
方
々
、
そ
の
他
数
多
く
の
見
舞
客
が
来
ら

れ
て
い
ま
す
。
十
歳
で
家
の
主
人
と
し
て
働
き
、
二
十
八
歳
と
若
く
し
て
亡

く
な
っ
た
恒
之
進
の
付
き
合
い
の
広
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

覺
之
助
に
そ
の
よ
う
な
葬
儀
が
行
わ
れ
た
と
の
記
録
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

山
北
の
四
坊
墓
地
に
覺
之
助
と
嘉
助
、
そ
し
て
文
助
妻
の
墓
は
同
じ
よ
う
な

石
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
初
期
文
助
は
文
須
、
文
輔
と
改
名
し
て
い
ま

す
。
妻
の
墓
に
文
輔
妻
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
明
治
初
期
に
山
北
を
離

れ
る
と
き
に
作
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
嘉
助
の
墓
に
次
の
歌
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
「
二
度
ハ
来
へ
き
世
な
ら
ぬ
我
身
を
も
す
つ
る
ハ
君
が
御
為
な

り
け
り
」(

こ
の
歌
は
皆
山
集
に
「
大
和
ニ
赴
く
日
和
歌
一
首
を
友
人
ニ
送
る
」
と
あ
り
ま
す
。
友
人
は
大
石
弥
太
郎
と
推
測)

。
文
助
が

墓
を
作
っ
た
明
治
初
期
に
大
石
と
会
い
歌
を
知
り
刻
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
山
北
の
墓
地
で
夫
婦
対
で
な
い
の
は
恒
之
進
、
覺
之
助
、
嘉

助
と
文
輔
の
妻
で
す
。
小
高
坂
山
の
文
輔
の
墓
石
は
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
本
当
に
小
さ
い
墓
石
で
す
。

以
上

大阪の恒之進
会津の覺之助墓(左から３番目)

葬儀見舞客リスト


